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ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

主
任
研
究
員

佐
藤 

章

　

西
ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ
ル
地
帯
（
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
縁
部
）
に
位
置

す
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
共
和
国
で
は
、
今
年
七
月
二
六
日
に
、
モ
ハ
メ
ド
・

バ
ズ
ム
大
統
領
が
大
統
領
警
護
隊
に
拘
束
さ
れ
、
同
隊
隊
長
の
ア
ブ

ド
ゥ
ラ
ハ
マ
ン
・
チ
ア
ニ
将
軍
を
首
班
と
す
る
軍
事
政
権
が
樹
立
さ

れ
た
。
諸
外
国
か
ら
の
憲
政
復
帰
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
政

権
は
九
月
半
ば
に
な
っ
て
も
な
お
存
続
し
て
お
り
、
バ
ズ
ム
大
統
領

の
軟
禁
も
続
い
て
い
る
。

　

バ
ズ
ム
政
権
下
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
は
、
サ
ヘ
ル
地
域
で
暴
力
的
活
動

を
続
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
に
軍
事
拠
点
を
提
供
す
る
な
ど
、
武
装

勢
力
の
掃
討
に
関
し
て
国
際
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
軍
事
政

権
は
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

の
ア
フ
リ
カ
進
出
が
進
む
な
か
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
が
ロ
シ
ア
に
接
近
す

る
可
能
性
も
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
を
視
野
に
入
れ

さ
と
う　

あ
き
ら　
一
九
九
一
年
早
稲
田
大

学
卒
業
。
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
国
立
社
会

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
な
ど
を

経
て
現
職
。
博
士
（
社
会
学
）。
専
門
は
ア

フ
リ
カ
地
域
研
究
、
ア
フ
リ
カ
政
治
。
著

者
に
『
コ
コ
ア
共
和
国
の
近
代
』
な
ど
。

二
〇
二
〇
年
の
マ
リ
、
二
二
年
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に
続
き
、

今
年
七
月
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
に
対
抗
す
る
国
際
的
支
援
の
枠
組
み
が
崩
れ
、

ワ
グ
ネ
ル
が
活
動
す
る
な
ど
ロ
シ
ア
の
影
響
力
が
拡
大
し
た
。

し
か
し
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
政
変
は
、
構
図
が
大
き
く
異
な
る
。

クーデター前の今年 3月、会談に
臨むニジェールのバズム大統領とブ
リンケン米国務長官。事態の収束
に向けた米国の動向に注目が集まる

（代表撮影／ AP／アフロ）

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
政
変
と
揺
れ
る
西
ア
フ
リ
カ
情
勢
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な
が
ら
、
今
回
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

バ
ズ
ム
政
権
の
成
立
と
ク
ー
デ
タ
ー
の
背
景

　

ま
ず
、
バ
ズ
ム
政
権
の
成
立
時
点
に
遡
ろ
う
。
バ
ズ
ム
は

一
九
九
〇
年
代
か
ら
活
動
す
る
政
治
家
で
、
外
相
や
国
会
議
員
を
務

め
た
ほ
か
、
政
治
的
弾
圧
に
よ
る
投
獄
歴
も
持
つ
。
バ
ズ
ム
の
前
任

大
統
領
の
マ
ハ
マ
ド
ゥ
・
イ
ス
フ
は
、
二
〇
一
一
年
の
初
当
選
か
ら

二
期
務
め
た
の
ち
、憲
法
規
定
を
遵
守
し
て
三
期
目
に
は
出
馬
せ
ず
、

与
党
ニ
ジ
ェ
ー
ル
民
主
主
義
社
会
主
義
党
（
Ｐ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
の
共
同
創

設
者
で
あ
り
、
自
ら
の
政
権
の
内
相
で
も
あ
っ
た
バ
ズ
ム
を
後
継
候

補
と
し
て
推
し
た
。
バ
ズ
ム
は
二
一
年
二
月
に
決
選
投
票
を
制
し
て

当
選
を
果
た
し
、
同
年
四
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
。
民
主
的
な
政

権
委
譲
が
実
現
し
た
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

　

バ
ズ
ム
大
統
領
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
は
治
安
問
題
で
あ
っ
た
。

隣
国
で
あ
る
マ
リ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
と
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
三
ヵ
国
が

国
境
を
接
す
る
地
帯
で
は
、
と
り
わ
け
一
七
年
以
降
、「
大
サ
ハ
ラ

の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）
や
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム

の
支
援
グ
ル
ー
プ
」（
Ｊ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
）
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
武
装
勢
力
が
住
民
襲
撃
や
治
安
部
隊
へ
の
攻
撃
を
多
発
さ
せ
、

多
数
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
た
。
バ
ズ
ム
は
、
前
政
権
か
ら
継
承
し

た
治
安
部
隊
の
強
化
策
を
進
め
、掃
討
作
戦
を
継
続
す
る
の
に
加
え
、

武
装
勢
力
と
対
話
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
採
用
し
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
人
活

動
家
の
投
降
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
域
外
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
軍
事
面
で
の
協
力
関
係
も
前

政
権
か
ら
継
承
し
た
。
二
二
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ヘ
ル
地
域
作

戦
部
隊
の
再
編
に
協
力
し
て
、
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
か
ら
撤
退

し
た
部
隊
を
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
集
約
し
た
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
は
同
国
に

駐
留
す
る
一
五
〇
〇
人
規
模
の
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
と
の
共
同
作
戦
も

実
施
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
も
一
一
〇
〇
人
規
模
の
兵
力
と
ド
ロ
ー

ン
部
隊
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
は
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）諸
国
か
ら
対
テ
ロ
作
戦
の
研
修
を
受
け
て
き
た
。
ニ
ジ
ェ
ー

ル
は
最
貧
国
で
あ
り
、
多
く
の
社
会
経
済
的
な
問
題
が
積
み
残
さ
れ

た
ま
ま
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
バ
ズ
ム
政
権
は
、
治
安
問
題
と
い
う
懸

案
に
関
し
て
は
着
実
に
対
応
し
て
き
た
と
評
価
で
き
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
バ
ズ
ム
政
権
は
打
倒
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点

で
も
っ
と
も
可
能
性
の
高
い
解
釈
は
、
前
政
権
期
か
ら
要
職
に
あ
っ

た
軍
高
官
が
解
任
に
抵
抗
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
軍
事
政
権
首
班
と
な
っ
た
チ
ア
ニ
将
軍
は
、
イ
ス
フ
前

政
権
時
代
か
ら
大
統
領
警
護
隊
長
の
任
に
あ
っ
た
。
バ
ズ
ム
政
権
で

は
ま
た
、
イ
ス
フ
時
代
に
任
命
さ
れ
た
軍
参
謀
総
長
も
留
任
し
て
い

た
。
こ
の
留
任
人
事
に
関
し
て
は
、
イ
ス
フ
前
大
統
領
の
要
求
に
よ

る
も
の
だ
と
か
、
統
治
エ
リ
ー
ト
内
部
で
の
バ
ズ
ム
の
立
場
が
弱
い
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の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
臆
測
を
呼
ん
で
い
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
バ
ズ
ム
が
今
年
四
月
に
軍
参
謀
総
長
を
交
代
さ
せ

た
こ
と
か
ら
、
チ
ア
ニ
将
軍
も
近
々
職
を
解
か
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
観
測
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
バ
ズ
ム
は
治
安
政
策
の
相
談
相
手

と
し
て
チ
ア
ニ
将
軍
を
重
視
し
て
お
ら
ず
、
両
者
の
関
係
は
冷
え

切
っ
て
い
た
と
の
報
道
も
あ
る
。

隣
国
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
の
関
係
は

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
隣
国
の
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
〇
二
〇
年
八
月
、
二
二
年
一
月
に
文
民
政
権
が
打
倒
さ
れ
る

ク
ー
デ
タ
ー
が
発
生
し
た
。
両
国
は
現
在
も
軍
事
政
権
下
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
向
は
今
回
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
関
係

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
ク
ー
デ

タ
ー
は
、
前
述
の
通
り
、
統
治
エ
リ
ー
ト
内
部
で
の
権
力
闘
争
に
起

因
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
宮
廷
革
命
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
マ
リ
と
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
政
治
、
軍
事
、
社
会
に
わ
た
る

中
期
的
な
背
景
要
因
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、性
格
が
か
な
り
異
な
る
。

　

二
〇
年
八
月
の
マ
リ
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

こ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
マ
リ
北
部
紛
争
の
解
決
が
な
か
な
か
実
現
し

な
い
こ
と
へ
の
国
民
の
不
満
を
背
景
に
発
生
し
た
。
マ
リ
北
部
紛
争

の
経
緯
で
あ
る
が
、
ま
ず
一
二
年
に
ト
ゥ
ア
レ
グ
民
族
を
中
心
と
す

る
北
部
の
自
治
を
目
指
す
勢
力
が
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
と
手

を
組
ん
で
分
離
独
立
を
宣
言
し
た
こ
と
で
情
勢
が
一
挙
に
深
刻
化

し
、
危
機
感
を
抱
い
た
当
時
の
マ
リ
の
大
統
領
の
要
請
を
受
け
て
、

一
三
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
が
軍
事
介
入
を
開
始
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
軍

と
マ
リ
軍
の
合
同
作
戦
の
結
果
、
北
部
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装

勢
力
の
活
動
は
い
っ
た
ん
沈
静
化
し
、
北
部
自
治
派
と
マ
リ
政
府
の

間
に
は
一
五
年
に
和
平
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
マ
リ
政
府
は
北
部
自
治
派
に
強
い
不
信
感
を
抱
い
て
お

り
、
和
平
協
定
を
履
行
せ
ず
、
武
力
に
よ
る
北
部
の
再
占
領
と
い
う

プ
ラ
ン
に
固
執
し
続
け
た
。
他
方
、
駐
留
を
継
続
し
た
フ
ラ
ン
ス
軍

は
、
あ
く
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
の
み
を
標
的
と
す
る
考

え
で
あ
り
、
北
部
自
治
派
を
敵
視
し
て
和
平
協
定
を
履
行
し
な
い
マ

リ
政
府
の
態
度
に
不
満
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
マ
リ
国
民

の
間
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
北
部
紛
争
の
解
決
に
協
力
し
て
く
れ
な
い

と
の
幻
滅
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
閉
塞
し
た
状
況
の
な

か
で
、
軍
が
北
部
紛
争
の
解
決
に
向
け
た
主
導
権
を
握
る
目
的
で
、
文

民
政
権
を
打
倒
し
た
。
こ
れ
が
二
〇
年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
。

　

マ
リ
軍
事
政
権
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
軍
政
を
支
持
し
な
い
こ
と
に
ま

ず
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
が
サ
ヘ
ル
地
域
作
戦
部
隊

の
兵
力
削
減
に
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、「
見
放
さ
れ
た
」
と
い
う
思

い
を
募
ら
せ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
敵
意
を
露
骨
に
表
明
す
る
よ
う
に
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な
っ
た
。
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
代
わ
る
軍
事
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求

め
、
ロ
シ
ア
へ
接
近
し
た
。
や
が
て
ワ
グ
ネ
ル
の
兵
士
が
マ
リ
で
の

活
動
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
も
マ
リ
軍
事
政
権
と
の
軍
事

協
力
を
諦
め
、
軍
を
撤
退
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
リ
で
の
ク
ー

デ
タ
ー
と
そ
の
後
の
軍
事
政
権
に
よ
る
政
策
変
更
は
、
マ
リ
北
部
紛

争
の
展
開
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
、

マ
リ
北
部
か
ら
波
及
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
の
活
動
が

一
七
年
頃
か
ら
活
発
化
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

の
文
民
政
権
は
治
安
問
題
へ
の
関
心
が
低
く
、
治
安
部
隊
の
増
強
に

も
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
軍
事
協
力
に
も
消
極
的
だ
っ
た
。
の
ち
に
フ
ラ

ン
ス
と
の
軍
事
協
力
は
開
始
し
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
の
脅
威
に
有
効
な
対
応
策
を
と
る
こ
と
が
で

き
ず
、
軍
内
部
で
こ
れ
を
不
安
視
す
る
声
が
高
ま
る
一
方
、
国
民
の

間
か
ら
も
政
権
の
治
安
政
策
の
失
敗
を
非
難
す
る
声
が
上
が
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
二
年
一
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
治
安
政

策
上
の
明
ら
か
な
失
敗
、
国
民
の
不
満
、
軍
内
部
の
不
満
を
背
景
と

し
て
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
、
マ
リ
か
ら
撤
収
し
て
き
た
フ
ラ

ン
ス
の
部
隊
が
抗
議
デ
モ
の
参
加
者
を
死
傷
さ
せ
た
事
件
を
き
っ
か

け
に
反
仏
意
識
が
高
ま
り
、
軍
事
政
権
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
二
三
年

二
月
に
フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
の
撤
退
を
要
求
し
た
。そ
れ
と
平
行
し
て
、

軍
事
政
権
は
ロ
シ
ア
と
の
関
係
強
化
に
乗
り
出
す
姿
勢
を
明
確
に
示

す
よ
う
に
な
っ
た
。
反
仏
運
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
マ
リ
か
ら
の
撤

退
と
い
う
新
し
い
状
況
の
な
か
で
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
浮
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
ヵ
国
と
の
比
較
に
よ
り
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
ク
ー
デ
タ
ー

の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
文
民
政
権
は
、
イ
ス

フ
時
代
か
ら
バ
ズ
ム
時
代
ま
で
一
貫
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装

勢
力
に
対
し
て
堅
実
に
対
応
し
て
き
て
お
り
、
国
際
的
な
軍
事
的

パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
き
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
前

の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、フ
ラ
ン
ス
軍
部
隊
の
撤
収
を
求
め
る
動
き
は
、

さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の

よ
う
な
、そ
の
国
の
固
有
性
に
根
ざ
し
た
複
雑
な
背
景
は
、ニ
ジ
ェ
ー

ル
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
へ
の
接
近
は
あ
り
う
る
か

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
の
軍
事
政
権
の
樹
立
後
、
首
都
ニ
ア
メ
の
街
頭
で

展
開
さ
れ
た
軍
政
支
持
の
デ
モ
で
は
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
る
参
加
者

の
姿
が
見
ら
れ
て
お
り
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
国
民
の
一
部
に
ロ
シ
ア
待
望

論
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
軍
事
政
権
高
官
や
軍
政
支

持
の
デ
モ
隊
が
フ
ラ
ン
ス
批
判
を
行
う
様
子
も
観
察
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の
よ
う
に
、
軍

事
政
権
が
フ
ラ
ン
ス
批
判
を
経
て
ロ
シ
ア
に
接
近
す
る
と
い
う
展
開

が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
測
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
問
題

を
考
え
て
み
た
い
。

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
軍
事
政
権
は
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
も
加
盟
し
て
い
る
西

ア
フ
リ
カ
諸
国
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
）
か
ら
、
憲
政
へ
の

速
や
か
な
復
帰
と
バ
ズ
ム
大
統
領
の
解
放
を
要
求
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
か
ら
資
格
停
止
と

経
済
制
裁
の
措
置
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
圧
力
に
対
抗
す
る

た
め
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
の
軍
事
政
権
は
、
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
の

軍
事
政
権
と
関
係
を
深
め
て
い
る
。
マ
リ
は
す
で
に
ロ
シ
ア
か
ら
軍

事
協
力
を
受
け
て
お
り
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
は
軍
事
協
力
の
実
現
に

は
至
っ
て
い
な
い
な
が
ら
も
、
ロ
シ
ア
と
の
友
好
関
係
の
樹
立
に
向

け
た
話
し
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。
両
国
が
仲
介
役
に
な
っ
て
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
が
ロ
シ
ア
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
は
、
可

能
性
と
し
て
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
が
任
命
し
た
新

首
相
は
、
二
〇
二
三
年
八
月
半
ば
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア
や
ワ
グ
ネ
ル

と
組
む
「
意
思
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と
発
言
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
接
近

を
否
定
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
あ
り
う
る
シ
ナ
リ
オ
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
ニ
ジ
ェ
ー
ル
が

締
結
し
て
い
る
軍
事
協
定
の
破
棄
を
一
方
的
に
通
告
し
た
り
、
ニ
ア

メ
駐
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
退
去
を
要
求
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
に
対

し
て
厳
し
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
駐
留
部
隊
が
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
と
協
力

し
て
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
軍
事
介
入
を
行
い
、
軍
事
政
権
の
打
倒
と
バ
ズ

ム
大
統
領
の
解
放
に
乗
り
出
す
の
で
は
な
い
か
と
の
警
戒
が
あ
る
。

一
方
フ
ラ
ン
ス
は
、
軍
事
政
権
か
ら
の
要
求
は
正
統
な
政
府
か
ら
の

要
求
で
は
な
い
と
し
て
、
協
定
破
棄
に
も
大
使
の
引
き
上
げ
に
も
応

じ
て
い
な
い
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
と
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
は
険
悪

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
の
果
て
に
、
フ
ラ
ン
ス
が
撤
退
を
決
定

す
る
可
能
性
は
一
定
程
度
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
仮
に
フ
ラ
ン
ス
が
撤
退
し
た
と
し
て
も
、
ニ
ジ
ェ
ー

ル
軍
事
政
権
が
ロ
シ
ア
と
の
接
近
に
乗
り
出
す
上
で
は
、
同
じ
く
部

隊
を
駐
留
さ
せ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
鍵
と
な
る
。
ア
メ
リ

カ
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
批
判
し
、
バ
ズ
ム
大
統
領
の
解
放
を
求
め
る
態

度
を
示
す
一
方
、
ク
ー
デ
タ
ー
発
生
直
後
に
国
務
次
官
補
を
ニ
ア
メ

に
派
遣
し
、軍
事
政
権
側
と
の
面
会
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ア
メ
リ
カ
は
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
に
駐
在
大
使
の
交
代
を
行
い
、
八
月

半
ば
に
は
新
任
の
大
使
が
ニ
ア
メ
に
赴
任
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
軍

事
政
権
と
関
係
を
維
持
し
て
お
き
た
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
意
向
が

垣
間
見
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
を
受
け
、ニ
ジ
ェ
ー
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ル
軍
事
政
権
の
首
相
も
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
「
き
わ
め
て
納
得
の
い

く
立
ち
位
置
」
を
取
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
発
言
は
、
ア
メ
リ
カ
が
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
軍
事
介
入
に
必

ず
し
も
賛
同
し
て
い
な
い
点
も
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
が
サ
ヘ
ル
地
帯
で
の
ド

ロ
ー
ン
基
地
の
運
用
継
続
と
い
う
戦
略
的
な
利
害
を
優
先
し
て
、
軍

事
政
権
へ
の
態
度
を
軟
化
さ
せ
る
こ
と
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
軍
事
政
権
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
態
度
は
明
ら
か
に

融
和
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
関
係
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
兆
候

は
い
ま
の
と
こ
ろ
読
み
取
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
駐
留
が
継
続
す

る
か
ぎ
り
、
そ
れ
と
平
行
し
て
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
的
な
関
係
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
軍
事
政
権
が
今
後
ロ
シ

ア
へ
の
接
近
を
志
向
す
る
か
ど
う
か
。
そ
の
見
極
め
に
は
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
見
直
し
の
動
き
が
あ
る
か
が
重
要
な
指
標
と
な
ろ
う
。

長
期
化
す
る
軍
事
政
権
へ
の
懸
念

　

今
回
の
ニ
ジ
ェ
ー
ル
危
機
は
、
軍
事
政
権
に
対
し
て
憲
政
へ
の
復

帰
に
向
け
た
有
効
な
圧
力
を
か
け
る
こ
と
の
難
し
さ
を
明
る
み
に
し

た
。
こ
れ
ま
で
西
ア
フ
リ
カ
で
発
生
し
た
非
憲
法
的
な
政
権
奪
取
の

試
み
に
関
し
て
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
が
速
や
か
に
政
治
経
済
的
な
圧

力
を
加
え
、
こ
れ
を
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
と
国
連
安
保
理
が
支

持
し
、
場
合
に
よ
っ
て
軍
事
力
も
含
め
た
必
要
な
支
援
を
行
う
と
い

う
、マ
ル
チ
レ
ベ
ル
で
の
広
範
な
圧
力
行
使
体
制
が
機
能
し
て
き
た
。

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
（
二
〇
一
〇
～
一
一
年
）、
ガ
ン
ビ
ア
（
一
六

～
一
七
年
）
で
の
選
挙
後
危
機
へ
の
対
応
が
こ
の
例
で
あ
る
。
今
回

も
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
は
こ
の
先
行
例
に
沿
っ
た
対
応
を
志
向
し
た
と
い

え
る
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
の
結
束
の
弱
ま
り
、
Ａ
Ｕ
の
平
和
・
安
全

保
障
委
員
会
内
で
の
意
見
の
不
一
致
、
安
保
理
決
議
の
不
在
な
ど
に

よ
っ
て
、
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
す
で
に
存
在
す
る
軍
事
政
権
の
長
期
化
を

結
果
的
に
助
長
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
新
た
な
ク
ー
デ
タ
ー

を
抑
止
す
る
制
度
的
環
境
の
劣
化
を
も
意
味
す
る
。
さ
ら
に
軍
事
政

権
の
継
続
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
武
装
勢
力
へ
の
対
策
の
遅
れ
を
も

た
ら
す
懸
念
が
あ
り
、
西
ア
フ
リ
カ
の
治
安
情
勢
に
対
し
て
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
う
る
と
い
え
る
。
マ
リ
と
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

の
例
が
示
す
通
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
軍
事
政
権
は
、
従
来

の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
喪
失
し
て
孤
立
す
る
傾
向
を
強
め
る
こ
と
に
よ

り
、
外
部
か
ら
の
軍
事
協
力
が
結
果
と
し
て
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
ロ
シ
ア
を
軍
事
的
パ
ー
ト
ナ
ー
に
得
た
と
こ
ろ
で
、
軍
事
力
が

劇
的
に
向
上
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
軍
が
政
治
の
主
導
権
を

握
る
軍
事
政
権
の
誕
生
は
、
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
安
全
保
障
上
の

脅
威
へ
の
対
応
能
力
を
む
し
ろ
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
●




